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外部検証委員会（暮らし分野）次第 

 

日時 令和 2 年 11 月 24 日（火）午後 7 時から 

場所 益子町役場休憩室 

 

１ 開会 

 

２ 出席者紹介 

 

３ 配布資料の確認 

 

４ 案件 

（１）概要説明 (民生部長) 

 

 

 

 

（２）施策ごとの検証 (シート毎ではなく、各施策・複数課のシートに渡り質疑) 

 

 

 

 

（３）その他 

 

 

 

 

５ 閉会 

 

  

外部検証・意見シートの提出について 

  既にお配りしている「様式２ 外部検証・意見シート」につきまし

て、本委員会終了後 10日を目安に、返信用封筒をご利用いただきご回

答をお願いします。 
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新ましこ未来計画外部検証委員会（暮らし分野）発言要旨 

 

日時 令和 2年 11月 24日(火) 19:00～19：55 

場所 役場 休憩室大 

出席者 

委員 市川委員、上野委員、高松委員、高橋委員（欠席：呉浦委員） 

職員 
河原民生部長兼高齢者支援課長、高濱総務課長、日下田企画課長 

仁平環境課長、冨賀瀬健康福祉課長 

事務局 佐藤係長、出口 

配布資料 次第、推進状況総括シート、推進シート 

 

発言者 発言要旨 

 

 

 

 

 

民生部長 

 

 

 

委員 

 

 

日下田課長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

民生部長 

 

高濱課長 

 

 

１．開会 

２．出席者紹介 

３．配布資料確認 

４．案件 

（１） （１）概要説明 

総括シートにより説明 

 

（２） （２）施策ごとの検証 

〇P.21 施策１ 選ばれる町への転換 

先日新聞でコロナ移住という言葉を目にしたが、益子でもコロナ移住の相談は受け

ているか。 

 

コロナ移住とは、都市部より安全だという考えから地方へ移住を検討することだ

が、コロナウイルスが流行りだした４月以降、道の駅の移住サポートセンターでは

何件か相談を受けたことはある。ただ、実際にコロナウイルスの影響で移住をした

人がいたかどうかまでは把握しきれていない。 

 

全体的な話になるが、今年はコロナウイルスの影響があるので、実績や成果の比較

ができないのではないか。生活様式も変わってきたので、そのままの指標では判断

がしにくい。単純に数字が減ったから悪いとは言えないと思う。また、世間ではテ

レワークが注目され、地方へ移住して在宅勤務をする方が増えてきているという話

も聞くので、益子町としてもＰＲしていくことが必要。 

 

一部の指標については、前年度との比較が難しいというのはやむを得ない。 

 

今年の 4,5月は学校に全く行けなかったので、定期的に行っていた交通安全教室も

実施できなかったのが現状。やっと例年通りに戻ってきたが、第 3波が来ているよ

うなのでどうなるか分からない。 
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事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

冨賀瀬課長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

仁平課長 

 

 

 

委員 

 

 

 

日下田課長 

 

 

 

委員 

 

仁平課長 

 

 

 

 

KPI の設定については、昨年度と状況が大きく変わってきている中で見直す必要が

全くないわけではないが、どのように見直せば適切なのか検討することも難しく、

最終年度ということもあり変更していない状況である。 

 

〇P.22 施策２ 住み続ける町への躍進 

子育てに力を入れているが、その前に結婚してもらうのが重要。結婚相談等を実施

していると思うが、なかなか結婚に至らない。また出生率も益子は低いと思うが、

町はどうお考えか。 

 

結婚相談や婚活イベントに関しては町だけでは厳しいので、地元の方にお力添えを

いただいたり、社会福祉協議会や商工会に委託して行っているが、今年はコロナウ

イルスの影響で参加者が少なかった。出会いの場がなかなか設けられない、また、

個人情報は表に出せないので、相談員さんも働きかけにくいというのが現状。県で

は結婚相談を WEBで実施しているため、そちらの方が若い世代が利用しやすいのか

もしれない。広報等を活用し、さらに PRしていけるよう努めたい。 

 

〇P.23 施策１ 豊かな自然景観の形成と身近な生活空間の整備 

最近はコロナウイルスの影響もあり、キャンプが流行っているようだ。益子にキャ

ンプができる施設はあるのか。自然の中で遊べるような施設が増えればいいと思

う。 

 

今のところ計画はないが、観光課や農政課などスペースがある所管課と連携しなが

ら今後検討していきたい。 

 

〇P.24 施策２ 自然エネルギーの利用拡大と省エネルギーの普及啓発 

今年はイベントがなくて寂しかった。ひまわり祭り、コスモス祭りは今後も続けて

いくのか。やはり人に来てもらわないと小さい町は成り立たないので、今後の方向

性が知りたい。 

 

花のまちづくりに関しては、地元の方々とも話をしていかなければならないが、町

としては花のイベントは継続していきたい。 

 

〇P.25 施策３ ごみの資源化・減量化の推進 

エコ土曜日について、２か月に１回の実施にして反響はどうか。 

 

量的には、昨年度と変わらない。コロナウイルスの影響で在宅する人が増え、家庭

内の片づけに目が向いたのではないか。また、実施回数を減らした経緯として、中

国での廃棄物の受入れが止まっていて、処理業者が苦労していることから、今年度

から運搬費用や処理手数料を町が負担することになってしまったという事情があ

る。 
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委員 

 

 

仁平課長 

 

 

 

 

委員 

 

仁平課長 

 

 

委員 

 

仁平課長 

 

委員 

 

仁平課長 

 

委員 

 

仁平課長 

 

 

委員 

 

冨賀瀬課長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

日下田課長 

 

 

不法投棄防止で監視カメラの設置をしているようだが、効果はあるか。また管理は

町がしているのか。 

 

不法投棄については今年度は増えていて、エコステーションへの持込みも増えてい

る。監視カメラは今後さらに追加購入する予定。不法投棄が多い場所に設置し、町

が何日か様子を見て、録画した動画を確認している。自治会への貸出しも行ってい

るが、最近は申請がほとんどない。警察に届け出て、摘発した事例も何件かある。 

 

自治会のごみステーションに監視カメラを設置するとはどういうことか。 

 

決まりと違うもの、収集できないものを置いて行く人がいるので、それを取り締ま

るため。自治会ではカメラを購入する予算がない等の理由で貸出ししている。 

 

自治会で設置している監視カメラについて町からの補助金はあるか。 

 

町からの補助金はない。 

 

不法投棄について法的にはどうなるのか。 

 

廃棄物処理法の違反、罰則として罰金もある。 

 

昔より町中の不法投棄は減ってきていると思うがどうか。 

 

町中は減っているかもしれないが、山間部は不法投棄が増えている。 

 

〇P.26 施策１ 運動を通した健康づくりの推進 

コロナウイルスの影響で、健康デーの参加率はどうか。 

 

7 月から再開したが、昨年度は月 60 名ほどいたが、今年は月 30 名、半減してしま

った。田野、益子、七井と 3地区、また時間も分けて開催しているが、参加者が集

まらないのが現状である。 

 

〇P.27 施策２ 食事を通した健康づくりの推進 

真岡市は離乳食教室をオンラインで開催したようだ。コロナウイルスの影響で、新

しいやり方や対策を色々考えていかなければならないと思うが、町ではオンライン

の推進についてどうか。 

 

役場の会議室において、全室ではないがオンライン会議等ができる環境を整えた。

今年は会議や講演会もオンライン開催が多いので、対応できるようにしている。必

要であればさらに整備していくことも検討している。 
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委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

高濱課長 

小規模な会議であればオンラインでもいいのでは。外部検証も先駆けてできれば。 

 

行政同士はオンラインを活用しており、移住相談についてもオンラインで受けた

り、益子を知ってもらうためのオンライントークイベントを実施するなど、状況が

変わってきている。 

 

〇P.28 施策１ 高齢者の生きがいづくりの推進と障がい者支援の充実 

質疑なし 

 

〇P.29 施策１ 防犯・防災体制、交通安全対策の充実 

防犯灯の申請は現在もあるのか。 

 

予算の補正をするほど申請はある。今年は西小学校周辺でまとめて申請があった。

ただ町全体の２割くらいが古いタイプの蛍光灯なので、壊れるタイミングで LEDに

変更するように勧めている。防犯灯が必要な場所については、おおむね設置されて

きていると思う。 

 

 

（３）その他 

外部検証・意見シートは 10日程度を目安にご提出を願いたい。 

 

 

５．閉会  

 

 


